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地
域
探
訪

地
域
探
訪

◇乙戸神社 住所：宮崎県都城市下川東３丁目12-２　TEL 0986-23-0220

乙
おと

戸
ど

神
じん

社
じゃ

祝吉支店管内

　
今
回
は
祝
吉
支
店
の
地
域
探
訪
。
祝

吉
支
店
か
ら
徒
歩
で
も
参
拝
で
き
、
建

立
さ
れ
て
か
ら
長
い
歴
史
が
あ
る
「
乙お

と

戸ど

神じ
ん

社じ
ゃ

」
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
乙
戸
神
社
」
は
、
初
め
、
応
永
12

年
（
西
暦
１
４
０
５
年
）
丙
戌
３
月
19

日
に
北
郷
讃
岐
守
入
道
沙
弥
道
端
と
い

う
人
が
沖
水
川
の
端
に
建
立
し
ま
し
た

が
洪
水
の
た
め
、
社
殿
が
流
失
し
て
、

志
和
池
の
野
々
美
谷
に
流
さ
れ
た
の
を

北
郷
讃
岐
守
藤
原
義
久
公
、
数
久
公
助

録
施
主
加
治
久
形
部
少
輔
、
桃
山
長
久

等
が
延
徳
２
年
（
西
暦
１
４
９
０
年
）

庚
戌
に
再
建
し
た
５
３
０
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
神
社
で
す
。

　

こ
の
乙
戸
神
社
の
祭
神
で
あ
る
五
百

津
御
毛
主
大
神
は
、
郡
元
町
に
あ
る
早

水
神
社
の
祭
神
髪
長
姫
命
の
弟
神
と
言

い
伝
え
ら
れ
、
弟
が
故
に
「
乙
戸
」
に

成
っ
た
と
言
わ
れ
、
社
号
「
乙
戸
大
明

神
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
、
３

年
に
１
度
、
御
衣
替
と
し
て
早
水
神
社

の
御
衣
を
乙
戸
神
社
へ
譲
る
同
社
の
祭

神
に
着
衣
す
る
こ
と
か
ら
弟
神
で
あ
る

と
証
明
な
り
下
長
飯
村
士
族
荒
川
義
文

が
著
わ
し
た
「
地
理
誌
」
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
又
、
髪
長
姫
が
仁
徳
天
皇
の

お
妃
に
召
さ
れ
た
折
、
弟
神
は
守
護
役

に
任
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
地
に
祀

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
乙
戸
神
社
は
古
く
か
ら
、
家
内

安
全
、
交
通
安
全
、
商
売
繁
盛
、
五
穀

豊
穣
、
学
問
な
ど
の
祈
願
に
参
拝
者
が

多
く
、
古
く
は
農
耕
馬
の
盛
ん
な
頃
は
、

馬
頭
の
神
と
し
て
庶
民
に
厚
く
最
近
は
、

家
業
の
神
と
し
て
も
厚
く
崇
拝
さ
れ
る

神
様
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
祭
典
と
し
て
は
次
の
祭
典
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

①
１
月
１
日　

元
旦
祭

②
１
月
７
日　

七
草
祓

③
３
月
18
日　

祈
年
祭

④
６
月
30
日　

大
祓

⑤
７
月
18
日　

夏
祭
り
（
六
月
灯
）

⑥
９
月
18
日　

相
撲
祭
（
角
力
祭
）

⑦
10
月
29
日　

例
祭

⑧
11
月
25
日　

新
嘗
祭

⑨
12
月
31
日　

大
祓
・
除
夜
祭

が
あ
り
ま
す
。

　

近
く
を
通
っ
た
際
に
は
寄
っ
て
み
て

参
拝
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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７
月
22
日
、
８
月
６
日
に
小
林
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
宮

崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
に
都
城
代
表
と
し
て
出
品
し
た
２
名
と

都
城
農
業
高
校
に
対
し
、
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
表
敬
訪

問
に
は
矢
𠮷
組
合
長
、阿
多
畜
産
常
務
ら
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
で
は
調
教
方
法
や
手
入
れ
に
つ
い
て
の
共
有
と
決

定
検
査
に
臨
む
出
品
者
へ
の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
に
は
６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
都

城
地
区
代
表
牛
決
定
検
査
を
勝
ち
抜
い
た
、【
第
２
区
】
生
後

14
か
月
以
上
17
か
月
未
満
、【
第
３
区
】
生
後
17
か
月
以
上
20

か
月
未
満
、【
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の
部
】
に
そ
れ
ぞ
れ
１

頭
ず
つ
出
場
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
し
た
矢
𠮷
組
合
長
は
「
県
代
表
の
最
終
審
査
に
向

け
て
、
暑
い
中
一
生
懸
命
、
最
後
の
飼
養
管
理
に
精
を
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
の
厳
し
い
状
況
の

中
、
生
産
者
の
皆
様
も
身
体
に
十
分
留
意
さ
れ
、
代
表
の
座
を

勝
ち
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
激
励
を
受

け
た
出
品
者
は
「
都
城
の
代
表
と
し
て
、
残
り
期
間
は
僅
か
で

す
が
、
最
後
ま
で
手
入
れ
を
か
か
さ
ず
、
県
の
代
表
牛
に
選
ば

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
は
６
月
21
日
、
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場
で
、

宮
崎
県
内
に
お
け
る
肉
用
牛
の
資
質
向
上
と
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
系
統
農
家
及
び
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
肥
育
技
術

を
研
鑽
し
、
宮
崎
牛
の
更
な
る
発
展
と
系
統
共
販
体
制
に
よ

る
販
路
拡
大
を
実
現
す
る
目
的
と
し
た
、
第
１
２
５
回
Ｊ
Ａ

宮
崎
経
済
連
和
牛
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
の

各
Ｊ
Ａ
か
ら
全
１
０
５
頭
の
枝
肉
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か

ら
、
山
田
支
店
管
内
の
㈱
桜
花
牧
場
さ
ん
出
品
の
枝
肉
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
地
域
の
出
品

牛
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
た
の
は
平
成
30
年

の
重
久
澄
広
さ
ん
が
受
賞
し
て
以
来
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
枝
肉
の
血
統
は
、
父
「
耕
富
士
」、
母

の
父
「
美
穂
国
」、
祖
母
の
父
、「
勝
平
正
」
で
、
枝
肉
重
量

５
８
５
・
０
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
１
１
０
平
方
㎝
、
バ
ラ
厚
10
・

７
㎝
、
推
定
歩
留
81
・
８
％
、
サ
シ
の
入
り
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ

ナ
ン
バ
ー
は
12
で
、
枝
肉
に
十
分
な
厚
み
が
あ
り
、
ま
た
、
肉
の
光
沢
に
優
れ
た
美
し
い
仕
上
が
り

の
枝
肉
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
㈱
桜
花
牧
場
の
場
長
で
あ
る
森
さ
ん
は
、「
初
の
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
共
励
会
に
出
品
は
し

て
お
り
、
受
賞
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
た
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
受
賞
で
き
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
今
回
受
賞
で
き
て
良
か
っ

た
。
日
々
の
飼
養
管
理
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

牛
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
育
て
た
こ
と
が
結
果
に
繋
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
も
今
回
の
結
果

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
共
励
会
以
外
の
一

般
出
荷
も
謙
虚
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

受
賞
の
喜
び
を
話
ま
し
た
。

グ
ラン
ド
チャンピ
オン
受
賞
　
㈱
桜
花
牧
場

全共候補牛出品者表敬訪問

記事の訂正とお詫び　7月号「表紙」で誤った掲載内容がありました。
誤）　大脇愛仁さん　→　正）　大脇亜依さん　でした。訂正してお詫びいたします。
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い
ち
ご
専
門
部
会
は
７
月
７
日
、
北
諸

県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
全
員
研
修

会
を
開
き
、
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
産
の
販
売
実
績
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
２
０
２
２
年
産
の
定
植
に
向
け
て

今
後
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
の
冒
頭
、
共
励
会
表
彰
が
行
わ

れ
、
２
０
２
１
年
度
に
お
い
て
反
収
、
品

質
、
大
玉
率
な
ど
総
合
的
に
最
も
優
秀
な

成
績
で
あ
っ
た
同
部
会
高
崎
支
部
の
黒
原

昭
彦
さ
ん
、
貴
子
さ
ん
夫
婦
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
表
彰
式
よ
り
追
加
さ
れ
た

糖
酸
分
析
調
査
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
る

食
味
優
秀
賞
に
は
山
田
支
部
の
福
森
幸
二

さ
ん
・
ま
り
子
さ
ん
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
の
後
、
今
回
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
た
黒
原
さ
ん
よ

り
優
績
者
発
表
が
あ
り
自
身
の
栽
培
技
術

な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
２
０
２
１
年
産
の
販
売
実
績

は
、
数
量
１
５
２
、
７
６
６
㎏
、
金
額
１

８
１
、
９
０
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
情
勢
報
告
や
２
０
２
２

年
の
部
会
方
針
の
確
認
、
宮
崎
県
農
業
総

合
試
験
場
野
菜
部
の
沖
野
技
師
に
よ
る

「
い
ち
ご
の
炭
酸
ガ
ス
」
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
の
研
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

坂
之
下
部
会
長
は
、「
令
和
３
年
産
の
イ
チ
ゴ
は
コ
ロ
ナ
情
勢
の
厳
し
い
販

売
状
況
の
中
過
去
最
高
の
販
売
単
価
で
あ
っ
た
。
令
和
４
年
産
か
ら
２
５
０
ｇ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
パ
ッ
ク
へ
移
行
し
ま
す
の
で
、
よ
り
有
利
販
売
を
目
指
し
て
、
部

会
員
、
一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
、（
　
）
は
支
部
名
。

【
個
人
の
部
】

▽�

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
＝
黒
原
昭
彦
・
貴
子
（
高
崎
）

▽�

反
収
ア
ッ
プ
賞
＝
上
薗
孝
幸
・
康
子
（
高
崎
）

▽�

努
力
賞
＝
常
盤
文
三
・
ゆ
み
子
（
沖
水
）、
栗
山
悟
・
ま
ゆ
み
（
庄
内
）

▽�

都
城
市
長
賞
＝
内
山
英
一
・
と
も
子
（
志
和
池
）

▽�
三
股
町
長
賞
＝
坂
之
下
孝
一
・
美
穂
（
志
和
池
）

▽�
宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
福
森

幸
二
・
ま
り
子
（
山
田
）

▽�

宮
崎
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
＝
田
之
上
昭
仁
・
潤
子

（
志
和
池
）

▽�

食
味
優
秀
賞
＝
福
森
幸
二
・
ま
り
子
（
山
田
）

▽�

改
善
通
知
書
０
回
＝
吉
川
高
作
（
南
部
）、
妙
清
俊

文
（
沖
水
）、田
之
上
昭
仁
（
志
和
池
）、

坂
之
下
孝
一
（
志
和
池
）、
児
玉
孝
一

（
志
和
池
）、
黒
原
昭
彦
（
高
崎
）、
上

薗
孝
幸
（
高
崎
）

▽�

感
謝
状
＝
中
内
春
雄
（
三
股
）、
福
森

幸
二
（
山
田
）

【
団
体
の
部
】

▽
優
等
＝
志
和
池
支
部

▽
１
等
＝
山
田
支
部

▽
２
等
＝
沖
水
支
部

い
ち
ご
部
会
全
員
研
修
会

努力賞努力賞

宮崎県農業共済組合長賞宮崎県農業共済組合長賞

田之上昭仁・潤子さん田之上昭仁・潤子さん

都城市長賞都城市長賞

内山英一・とも子さん内山英一・とも子さん

　　反収アップ賞　　反収アップ賞

上薗孝幸・康子さん上薗孝幸・康子さん

食味優秀賞・感謝状食味優秀賞・感謝状

福森幸二・まり子さん福森幸二・まり子さん

三股町長賞三股町長賞

坂之下孝一・美穂さん坂之下孝一・美穂さん

改善通知書０回改善通知書０回

宮崎県経済農業協同組合連合会会長賞宮崎県経済農業協同組合連合会会長賞

福森幸二・まり子さん福森幸二・まり子さん

団体賞団体賞

左から、左から、
山田支部、志和池支部、沖水支部山田支部、志和池支部、沖水支部

左から、左から、
坂之下さん、黒原さん、妙清さん、坂之下さん、黒原さん、妙清さん、
田之上さん、上薗さん、児玉さん田之上さん、上薗さん、児玉さん

左から、左から、
栗山悟・まゆみさん、常盤文三さん栗山悟・まゆみさん、常盤文三さん

黒原昭彦・貴子さん黒原昭彦・貴子さん

グランドチャンピオングランドチャンピオン
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女
性
部
は
７
月
１
日
に
、
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
組
織
の
強
化
、
女
性
部
活
動
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
を
本
所
に
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
蔓
延
防
止
に
努
め
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は

部
員
と
関
係
者
合
わ
せ
て
63
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
協
同
組
合
学
習
、
共
同
学
習
、
自
主
学

習
の
３
項
目
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
の
現

状
と
今
後
の
課
題
、
相
続
の
仕
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

に
つ
い
て
学
び
、
自
主
学
習
で
は
全
国
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

が
作
成
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ル
タ
を
用
い
、
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。

　
福
永
真
美
子
部
長
は
「
昨
年
も
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
全
体

で
集
ま
っ
て
の
行
事
が
自
粛
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
あ
っ
て
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
こ
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
学

習
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
。
今
年
は
元
気

祭
り
は
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
女
性
部

員
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
回
、
学
習
す
る

協
同
学
習
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
皆
で
楽
し
く
学
習
終
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
今
後
も
地
産
地
消
運
動
や
食
農
教
育

な
ど
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
、
助
け
合
い
活
動
や
環
境
保

全
運
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
都
城
と
女
性
部
は
７
月
24
日
、

子
ど
も
た
ち
に
食
と
農
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
キ
ッ
ズ
ち
ゃ

ぐ
り
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
12
回
目
の

開
催
と
な
る
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
17
人
が
参
加
。
昨

年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加

人
数
を
制
限
し
、
内
容
も
簡
略
化
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
レ
シ
ピ
「
オ
ニ

ギ
ラ
ズ
」、
郷
土
料
理
の
「
ガ
ネ
」、
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
ゼ

リ
ー
の
素
を
使
用
し
た
「
簡
単
ゼ
リ
ー
」
の
全
３
品
を
調
理
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
職
員
や
女
性
部
部
長
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
親
子

で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
の
他
に
も
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
５
月
号
」
に
掲
載
の
あ
っ

た
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
エ
コ
バ
ッ
ク
」
の
作
成
を
行
い
、
終
始
会
場
は
賑

わ
い
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
♪♪

キ
ッ
ズ
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

キ
ッ
ズ
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

　
７
月
1
日
、
西
部
支
所
で
西
部
支
所
き
ゅ

う
り
部
会
女
性
部
が
庄
内
支
店
玄
関
の
飾
り

つ
け
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
ゅ

う
り
部
会
女
性
部
6
名
が
参
加
し
、
庄
内
支

店
に
綺
麗
な
飾
り
つ
け
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
か
ら
様
々
な
こ

と
を
制
限
さ
れ
る
中
で
生
産
者
同
士
も
な
か
な

か
会
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
女
性
部
と
し
て
何
か
活
動
を
行
い

た
い
と
思
い
、“
七
夕
飾
り
”
製
作
を
計
画
す

る
こ
と
で
み
ん
な
で
集
ま
り
、
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
の
基
で

今
回
の
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

女性部リーダー女性部リーダー

学習会学習会

庄内支店に飾りつけを庄内支店に飾りつけを
西部支所西部支所
きゅうり部会きゅうり部会
女性部女性部
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６
月
22
日
、
㈱
協
同
商
事
、
㈲
長
谷
川
水
産
と

初
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
魚
の
熟
成
究
極
の
海
鮮
丼
～

津
本
式
～
」
を
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
美
菜
味
で

開
き
ま
し
た
。
㈱
協
同
商
事
の
白
尾
専
務
、
大
山

課
長
、
㈲
長
谷
川
水
産
の
磯
田
さ
ん
ら
計
16
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
は
こ
れ
ま
で
不
定
期

で
各
種
部
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
今
回
は
初
と
な
る
外
部
講
師
を
招
い
て
の

料
理
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
料
理
教
室
は
「
究
極
の
血
抜
き
」
の
考

案
者
で
あ
る
津
本
光
弘
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
に
来

て
い
た
だ
き
、
魚
の
鮮
度
を
保
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

え
て
も
ら
い
、
魚
の
食
品
ロ
ス
を
な
く
し
、
魚
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙
い

の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
宮
崎
県
は
ど
う
し
て
も
、
和
牛
の
知

名
度
が
高
く
、
地
元
で
と
れ
る
、
宮
崎
の
魚
の
お

い
し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
近
年
、
ご
家

庭
で
の
魚
食
離
れ
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
料
理

教
室
を
通
じ
て
一
緒
に
魚
を
触
れ
調

理
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
朝
霧
の
里
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
の
鮮
魚
担

当
の
売
り
手
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
調
理
の
前
に
磯
田
さ
ん
が
家
庭
で

も
実
践
で
き
る
魚
の
血
抜
き
方
法
を

披
露
し
、
そ
の
後
は
受
講
生
が
実
際

に
血
抜
き
の
体
験
を
し
て
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
で
捌
い
た
イ
サ
キ
を
海
鮮
丼

と
あ
ら
汁
に
料
理
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
師
を
し
た
磯
田
さ
ん

は
「
魚
を
食
べ
る
人
が
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
、
血
抜
き
の
技
術
を
覚
え
る
こ
と
で
魚
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
。
今
ま
で
魚
は
時
間
の
経
過
と
共
に
味
の
低
下
や
鮮
度

が
悪
化
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
を
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
時
間
が

経
過
し
て
も
味
が
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
味
が
良
く
な
る
方
法
を
学

ん
で
も
ら
い
た
い
。
魚
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
廃
棄
す
る
こ
と
が

減
っ
て
い
け
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
魚
を
も
ら
う
機
会
が
あ
っ
た
が
血
抜
き

の
や
り
方
、
捌
き
方
が
分
か
ら
ず
、

上
手
く
捌
く
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
為
、
今
回
、
魚
の
血
抜
き
の

技
術
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。
魚
の
命
を
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
は
今

後
も
魚
を
メ
イ
ン
と
し
た
、
コ
ラ
ボ

企
画
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

県産の魚の良さを県産の魚の良さを
広めるために広めるために

究極の海鮮丼究極の海鮮丼

７月25日、ミヤチク高崎工場で「桃白鵬」枝肉研究会が開催されました。
全体の平均は以下の通りです。
詳細につきましてはまど９月号に掲載します。

※桃白鵬の枝肉（１頭分）をＡコープ高崎店に購買して頂きました。お盆過ぎに店頭に並ぶ予定です。是非、ご賞味ください。

都城産種雄牛造成推進事業『桃白鵬』枝肉研究会　桃白鵬(白鵬85の3×秀菊良×福之国）　開催日R4.7.25

頭数 体重 産次 生後
月齢

と前
体重

枝肉  
重量

枝肉 
歩留 ﾛｰｽ芯 バラ厚 皮下

脂肪
推定
歩留 BMS MUFA

去勢 9 276 3.2 30.0 854.9 555.2 64.9 75.2 9.7 2.5 76.4 11.6 58.3

雌 13 266 3.2 30.1 769.6 499.8 64.9 76.8 9.1 3.2 76.3 10.4 60.4

全体 22 270 3.2 30.0 804.5 522.5 64.9 76.2 9.3 2.9 76.4 10.9 59.5

桃白鵬枝肉研究会
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都
城
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
事
務
局
：
Ｊ
Ａ
都

城
）
は
７
月
６
日
、
同
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
「
ぼ
ん
ち

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」
の
講
座

の
一
環
と
し
て
、
４
月
の
開

講
式
の
際
に
配
布
さ
れ
た
苗

か
ら
育
て
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、
ピ
ー
マ
ン

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
Ｊ
Ａ

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
美
菜
味
で
実
施
し
、
受
講
生
や
関
係
者
ら

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
受
講
生
は
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
野
菜

を
楽
し
く
調
理
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
受
講
生
に
、
自
分
の
手
で
野
菜
を
育
て
、
そ
の

成
長
を
見
守
り
、
実
っ
た
野
菜
を
収
穫
し
て
食
べ
る
と
い
う
一
連

の
流
れ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
食
と
農
」
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
作
っ
た
料
理
は
、「
自
家
採
れ
野
菜
を
使
っ
た
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」

や
「
牛
乳
ナ
ン
」、「
オ
ク
ラ
の
梅
和
え
」
の

計
３
品
。
料
理
教
室
に
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
事

務
局
員
も
参
加
し
、
受
講
生
と
一
緒
に
な
っ

て
講
座
を
体
験
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
家
庭
菜
園
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
人
や
直
売
所
へ
の
出
荷
を
目

指
し
た
い
人
な
ど
、
様
々
な
目
標
や
意
欲
を

持
っ
た
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
約
半
年
間
、

全
13
回
の
座
学
や
実
習
、
農
家
研
修
な
ど
の

講
座
を
通
し
て
、
農
業
の
基
礎
知
識
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
は
10
月
12
日
に
甘
藷
、
里
芋
の
収
穫

体
験
を
実
施
し
、
26
日
に
は
そ
の
収
穫
物
を

使
っ
た
料
理
教
室
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
き
ゅ
う
り
専
門
部
会
は
７
月
４
日
、
Ｊ
Ａ

都
城
本
所
で
栽
培
講
習
会
を
開
き
、
部
会
員
や
関

係
者
ら
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
施
設
き
ゅ
う
り
専
門
部
会
は
２
０
２
１
年
産
10

ａ
当
た
り
の
部
会
平
均
収
量
が
18
・
７
ｔ
と
前
年

よ
り
少
し
減
少
し
ま
し
た
が
支
所
単
位
で
見
て
み

る
と
部
会
目
標
で
あ
る
20
ｔ
を
越
え
た
支
所
も
あ

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
産

で
は
、
部
会
目
標
を
こ
れ
ま
で
通
り
の
20
ｔ
に
設

定
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
各
種
苗
会
社
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

品
種
毎
の
特
性
、
管
理
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
は
参
加
し
た
部
会
員
か
ら
質
問
が
出
る
な

ど
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
の
前
に
は
田
村
周
一
副
部
会
長
よ
り
、

「
令
和
３
年
産
は
収
量
を
確
保
す
る
の
に
多
大
な

苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
回
の

研
修
会
で
は
令
和
４
年
に
向
け
て
、
品
種
の
特
性
、

時
代
に
合
っ
た
栽
培
方

法
等
に
つ
い
て
研
修
し
、

栽
培
に
活
か
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
９
月
下
旬
か
ら
定
植

さ
れ
た
促
成
き
ゅ
う
り

は
、
10
月
下
旬
か
ら
出

荷
が
始
ま
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
13
時
よ
り
８
月

２
日
に
小
林
家
畜
市
場
で
開
催

さ
れ
た
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検

査
（
肉
用
牛
の
部
）
に
都
城
代

表
と
し
て
出
品
し
た
４
名
に
対

し
、
激
励
会
を
レ
ス
ト
ラ
ン
朝

霧
で
行
い
ま
し
た
。
激
励
会
に

は
矢
𠮷
組
合
長
、
阿
多
畜
産
常

務
ら
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
に

は
都
城
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
６
頭
が
出
品
さ
れ
、
10

月
に
開
催
さ
れ
る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児

島
大
会
（
鹿
児
島
全
共
）
に
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
る

よ
う
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
の
部
は
前
回
の
第
11
回
宮
城
全
共
第
８
区
に

お
い
て
高
崎
支
所
管
内
の
薬
師
憲
一
さ
ん
が
宮
崎
県
の

代
表
牛
と
し
て
出
品
し
、
見
事
、
３
大
会
連
続
と
な
る

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
区
と
あ
っ
て
、
鹿

児
島
全
共
で
は
４
連
覇
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
激
励
会
に
出
席
し
た
矢
𠮷
組
合
長
は
「
全
共
ま
で
ど

ん
ど
ん
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
県
内
か
ら
肉
用
牛
の
部

に
は
都
城
地
区
の
６
頭
と
会
わ
せ
て
36
頭
の
候
補
牛
が

出
て
く
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
都
城
地
区
の
生
産
者
が

手
塩
に
掛
け
た
代
表
牛
に
は
期
待
し
て
い
る
。
前
回
の

宮
城
全
共
ま
で
に
３
連
覇
し
て
い
る
た
め
、
是
非
と
も

４
連
覇
で
き
る
よ
う
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
都
城
肥
育
牛
部
会
の
長
谷
場
部
会
長

指
揮
の
基
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
一
致
団
結
し
ま
し
た
。

肉
用
牛
全
共
出
品
者
を
激
励

肉
用
牛
全
共
出
品
者
を
激
励

反
収
反
収
2020
ｔ
を
目
指
し
て

ｔ
を
目
指
し
て

施
設
き
ゅ
う
り
専
門
部
会

施
設
き
ゅ
う
り
専
門
部
会

栽
培
講
習
会

栽
培
講
習
会

自家栽培の野菜を使って
アグリスクール料理教室
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和牛子牛� （7月13日〜15日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

キロ当たり
単価（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

メ ス 572,647 2,074 279 284 456

去 勢 674,450 2,172 309 282 556

平均・計 628,470 2,128 295 283 1,012
※最高価格…1,265,000円（メス）

乳子牛� （7月8日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

ホルス
オス 159,673 107 67 19

メス 71,500 70 51 1

Ｆ１
オス 299,760 108 71 51

メス 255,110 100 76 49

体外ET
オス 524,700 177 130 1

メス − − − −

体内ET
オス 543,400 151 131 17

メス 455,085 141 127 7

肉牛枝肉� （東京・大阪・2市場平均）
格　付 Ａ5（5-2） Ａ4（4-2） Ａ3（3-2）

キロ単価（円） 2,389 2,152 2,018

前 月 比（円） −32 −33 2

7月 せり市成績

8月のせり日
乳 子 牛 和牛子牛

開催日 8日 17日〜19日

※�詳しい日程や、過去のセリ市成績は、下記
URLでご覧になれます。

https://miyakonojyo.ja-miyazaki.jp/seri/nittei/

開 催 日：令和4年8月9日
出場頭数：29頭

チャンピオンコメント
　優等には入れるのではないかと期待し
ていた中で首席を獲ることができて驚い
た。産まれた時から期待しており、品位あ
る種牛性に富んだ牛となってくれて良かっ
た。今回のチャンピオンを励みに今後も個
体管理をしっかり行いながら、頑張ってい
きたい。

チャンピオン

郡市和牛共進会8月

チャンピオンに輝いた「まりえ」号と倉田さん㊨と妻のとしこさん㊥と廣池指導員㊧

その他の優等牛生産者は次のとおり。
敬称略、（　）は支部名、父の血統名、母の父の血統名、母の祖父の血統名。

▷２席＝梅ケ谷善照（庄内、耕富士、三津照重、忠富士）	 ▷３席＝木幡兼治（中央、耕富士、華春福、安福久）
▷４席＝藤村兼春（中央、桃白鵬、安福久、平茂勝）	 ▷５席＝木幡彰吾（中央、満天白清、耕富士、美国桜）
▷６席＝新穂博幸（南、宗守富士、耕富士、美穂国）

倉田 正人さん
［高城支部管内］
名号：「まりえ」号
日齢：265日、体重：283㎏
血統：�父「耕富士」、母の父「勝平正」、

母の祖父「第１花国」
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　誰かがケガをしていたり、泣いていたりす
ると誰よりも早く駆けつけ、よしよししてく
れる優しい性格の圭寿くん。また、言うこと
もよく聞いてくれ、妹のすずちゃんのお世話
もしてくれるそうです。
　ショベルカーが大好きで街で見かけると大
興奮するといった一面もあるそうです！
　いつもすずちゃんのお世話をしたり、お手
伝いをしてくれる圭寿くんは薬師家になくて
はならない天使ちゃんです。これからもお兄
ちゃんとしてカッコイイ姿を見せてね！

　人が大好きで初対面の人が来ても逃げることなく、マイペースなしろちゃん。
shebaというエサ以外には目もくれないほどshebaが大好きだそうです。
　ゴロゴロすることも大好きで暑い日には陰で少しひんやりとしたコンクリー
トの上に、寒い日には藁の上で過ごしているそうです。
　そんな、しろちゃんは溝辺家になくてはならない大事な家族の一員です。こ
れからもマイペースにのんびりと過ごしてね！

高崎支所管内
大育さん、祐子さんの長男

薬
やく

師
し

圭
けい

寿
じゅ

くん（１歳）

梅北支店管内

溝
みぞ

辺
べ

幸
さち

男
お

さん宅

しろしろ（メス・6歳）（メス・6歳）

　今年も庄内支店に緑色のきれいなカー
テンがかかりました。木下園芸指導員が
主体となり、きゅうり、ゴーヤを育てた
結果、このようなカーテンとなりました。
グリーンカーテンを設置することで、室
内に入ってくる直射日光を遮ることがで
き、日陰になるので、室内の温度が下が
るという効果があります。庄内支店に来
店し、グリーンカーテンに癒されてみて
はいかがでしょうか！

わんぱく天使
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新料金スタート

８/１ (月)から電 子 版

電子版月額料金が１ID あたり    

2,623円（税込） → 2,403円（税込）

※紙版の月額料金は、2,623円です。   

ＷＥＢ申し込みは
こちらから→

お申し込みは、WEB申し込みかお近くのＪＡへご相談ください 

募集職種／食肉加工部門・農産加工部門・品質管理部門・管理事務部門
募集人数／若干名
休　　日／工場操業カレンダーによる年間105日（月８日程度）
勤 務 地／山田本社工場・志和池工場
試 験 日／令和４年９月21日㈬
そ の 他／給与につきましては、当社の就業規則及び規程に基づきます。

詳細につきましては、求人票をご確認ください。
求人番号　45040-53429・54029・28229
都城公共職業安定所届出済

事業内容／食料品（食肉・農産）加工製造・販売
ＪＡ都城の関連会社です。

連 絡 先／山田本社工場：都城市山田町中霧島3500-7 ☎0986-64-2145
志 和 池工場：都城市丸谷町887　　　　　 ☎0986-36-0414

e-ma i l／kumisyok@cvn.bbiq.jp
採用担当／山田本社工場　経営管理部　　【担当】黒木
※中途採用も併せて募集いたしております。詳細は採用担当者までお問い合わせ下さい。

令和５年３月新卒予定者（高等学校）採用試験案内
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９月の行事予定
6日㈫	 郡市和牛共進会

8日㈭	 乳牛せり市

9日㈮	 フスマ即売会

10日㈯	 成牛市

12日㈪	 育成牛譲渡会

14日㈬	 子牛せり市	
（～16日）

19日㈪	 敬老の日

20日㈫	 成牛市

22日㈭	 フスマ即売会

23日㈮	 秋分の日

26日㈪	 理事会

29日㈭	 郡市和牛共進会

30日㈮	 成牛市

理事会報告（7月25日開催）
≪提案事項≫
議案第１号　	令和３年度本決算監事監査指摘事項の

回答について
議案第２号　	令和４年度仮決算棚卸監査計画につい

て
議案第３号　理事会参与の選任について
議案第４号　固定資産処分について
議案第５号　青年等就農資金の借入・貸出について
議案第6号　飼料価格高騰対策の支出について
議案第７号　肥料価格高騰対策の支出について

以上、７議案が提案され、全議案が承認されました。

出席　理事 20人　監事7人
≪報告事項≫
１．令和４年度仮決算監事監査計画について
２．令和４年７月末仮決算事務手続きについて
３．ＪＡ組合長杯ゴルフコンペの開催中止について
４．令和４年8月行事予定について
５．令和４年お盆の取扱いについて
6．令和５年度職員採用試験（高卒）の実施について
７．令和５年度職員採用試験（大卒・短大卒）の第２
回募集および実施について

8．令和４年6月末ＪＡ懸賞付定期積金「たまルン♪
ルン♪」実績について

9．令和４年6月末「サマーキャンペーン」の実績に
ついて

10．令和４年6月末貯金実績について
11．令和４年6月末余裕金運用について
12．営農ローン貸出要項の一部改正について
13．令和４年6月末貸出金実績について
14．都城地域農家経営支援センター運営・事業実施
要領の改正の修正について

15．令和４年度年間肥料予約推進実績について
	 (6月末）
16．給油所の営業時間・定休日変更について
17．野菜の販売状況について
18．畜産情勢について

　令和３年度　協同のあゆみ
P.153に下記のとおり間違いが
ありましたので、お詫びして訂
正いたします。

訂正箇所　
①�母豚１頭当たり18頭出荷試
算の欄に23頭出荷の金額・
数値を記入し、23頭出荷の
欄に18頭出荷の金額・数値
を記入していました。

②�肉豚1頭当たり1母豚18頭の
試算欄に1母豚23頭の金額・
数値を記入し、1母豚23頭の
試算欄に1母豚18頭の金額・
数値を記入していました。

お詫びと訂正

【
訂
正
後
】

【
訂
正
後
】
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チンゲンサイ
シャキシャキとした歯触りを楽しむ

�チ ンゲンサイ（青梗菜）は代表的な中国野菜で、ビ
タミンやミネラルを豊富に含みます。日本の野

菜では「体菜」に似ています。中間地では冬を除き、春
から秋まで栽培ができます。

〔品種〕「青帝」（サカタのタネ）、「ニイハオ新1号」（渡辺農
事）などがあり、「長陽」（タキイ種苗）、「夏賞味」（武蔵野種
苗園）は、暑さに強い夏向きの品種です。「シャオパオ」（サ
カタのタネ）は、小さいので丸ごと料理に使えます。

〔畑の準備〕種まきの2週間前までに1平方ｍ当たり苦
土石灰100ｇをまき、酸度を矯正しておきます。1週間前
までに堆肥1㎏と化成肥料（NPK各成分10％）100ｇを
施し、土とよく混ぜておきます（図1）。次に、幅1ｍ程度、
高さ5㎝程度の栽培床を作ります。

〔種まき〕一般にはじかまきします。高温期の春夏まきで
は条間20㎝、株間20㎝、秋まきでは条間15㎝、株間15
㎝に1カ所4、5粒を点まきします（図2）。発芽まで土が乾
かない程度に灌水（かんすい）をし、発芽後は土が乾いた
ら水をたっぷり与えます。なお、ポリマルチを使うと、生
育の促進に加え、土が葉の間に入るのを防ぐ効果があり
ます。苗作りをするには、小型ポットや連結ポットで本葉
3、4枚の苗に仕立てます（図3）。種まき（植え付け）後は
防虫ネットでトンネルを作り、害虫から保護します。また、
べたがけは発芽促進と害虫の防止になるため、1カ月程
度被覆するのも良いでしょう。

〔間引き〕1回目は発芽ぞろい後、込み合っている株を
除き、2回目は本葉2、3枚の頃に2本、3回目は本葉5、6
枚で1本にします（図4）。

〔病害虫防除〕基本は防虫ネットで害虫防除しますが、
農薬では、アブラムシには粘着くん液剤など、アオムシ、
ヨトウムシにはトアロー水和剤CTなどのBT剤を使用し
ます。長雨のときは、べと病や白さび病が発生しやすい
ので、株間を少し広めに取ります。

〔収穫〕草丈15～20㎝くらい、尻が張り始めた頃に、地
際から切り取って収穫を始めます（図5）。

図1　畑の準備 図2　種まき（秋まき）

図3　苗作り

図4　間引き 図5　収穫

化成肥料化成肥料

連結ポット連結ポット

植え付け苗植え付け苗

ミニチンゲンサイミニチンゲンサイ

3回目3回目

2回目2回目
1回目1回目

100㎝100㎝

15㎝15㎝

15㎝15㎝

堆肥堆肥
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二重マスの文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

中秋の名月の日に飲む物といえば？

☟タテのカギ
②	 令和４年9月23日――の日。国民の祝日です
⑤	 秋は稲や栗、ブドウなどいろいろな作物が――
を迎える季節です

⑦	 竹や梅と並んでめでたい植物
⑧	 幸水や豊水が広く作られています
⑨	『赤ずきん』ではおばあさんに化けました
⑪	 節約のために――簿を付け始めた
⑫	 楽団の前でタクトを振ります
⑭	 お彼岸には掃除に行って手を合わせる人が増え
ます

⑮	 ピンチなんです！
⑯	 長く続けると足がしびれることも
⑰	 ――コーヒー、――フットボール

8月号
読者アンケート

　暑い日が続き
ます。そこで夏
バテ防止になる
おすすめの食べ
物、料理を教え
てください。

クロスワードパズル
の答え

お
便
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

（
身
近
な
話
題
、
意
見
な
ど
）

※匿名希望の方はペンネームを（� ）
ご記入いただいた個人情報はプレゼント送付に利用します。

　広報誌「まど」では、皆さんのお便りをお待ちしています。身の回
りで起こった楽しいエピソード、我が子自慢、イラスト、便利な情報
など、何でも結構です。下のハガキか、お手持ちのハガキ、または
Ｅメールで、住所、氏名、電話番号を記入の上お送り下さい。
Ｅメールアドレスは、
� ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jpです。

　お便り（アンケート・イラスト・クイズの答え）を
お送りいただいた方の中から、抽選で2名様にプレゼントを
ご用意しています。たくさんのお便りをお持ちしております。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル 頭の体操

ヒント

1 5

C

8 12 17

6 13 15

B
2 11

9

E
3 7 16

4

A

14

10

D

お便り大募集

6月号当選者

応募期限
2022年
9月12日㈪
消印有効

☆やぶ医者さん（志和池）・山元さん（三股）

7月号の
クイズの答え ア ワ オ ド リ

☞ヨコのカギ
①	 女郎花と書く秋の七草。同じ――科の植物にオ
トコエシというのもあります

②	 頭隠して――隠さず
③	 すいっちょんと鳴く虫
④	 インフレのときに上がります
⑥	 贈答品に付けます
⑨	 風が吹くともうかるかも
⑩	 フェルメールの代表作『真珠の――の少女』
⑪	 店の中に他の客はいません
⑬	 薬の――は徐々に表れた
⑭	 紙を燃やすと残ります
⑯	 10を3回掛け合わせると
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今
年
は
特
に
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

野
菜
作
り
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

晴
の
菫
さ
ん
（
姫
城
）

　

野
菜
作
り
い
い
で
す
ね
。夏
野
菜
を
自
分
で
育

て
、夏
野
菜
カ
レ
ー
な
ど
を
食
べ
れ
ば
こ
の
暑
い

夏
も
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う
で
す
ね
！	

（
森
）

自
分
専
用
の
小
屋
作
り
を
夢
見
て
い

ま
す
が
ま
ず
は
基
礎
か
ら
少
し
ず

つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
ぶ
医
者
さ
ん
（
志
和
池
）

　

自
分
だ
け
の
空
間
が
あ
る
だ
け
で
全
然
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
に
も
変
化
が
生
ま
れ
る
の
で
い
い
で

す
ね
！	

（
森
）

ま
だ
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら

ず
、
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

マ
ス
ク
を
外
し
て
外
出
し
た
い
で
す
。

ポ
ン
タ
さ
ん
（
山
田
）

　

コ
ロ
ナ
、コ
ロ
ナ
で
な
か
な
か
マ
ス
ク
を
外
す
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、１
日
で
も
早
く
、マ
ス
ク
の

必
要
が
な
い
生
活
を
送
り
た
い
で
す
ね
！	

（
森
）

青
島
に
孫
を
連
れ
て
い
き
、
私
と
一

緒
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
練
習
を
さ
せ

て
み
た
い
。
誰
も
出
来
な
い
品
種
で
花
や

木
を
育
て
て
み
た
い
。	

丸
尾
さ
ん
（
高
城
）

　

お
孫
さ
ん
と
の
サ
ー
フ
ィ
ン
い
い
で
す
ね
。私
は

経
験
が
な
い
の
で
今
度
、挑
戦
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。	

（
森
）

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
た
い
で
す
。
テ

ン
ト
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
た
い
し
、
家
族
で
川
遊
び
も
し
た

い
で
す
。	

利
行
さ
ん
（
大
分
）

　

今
、キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
で
す
か
ら
ね
。キ
ャ
ン

プ
と
い
う
普
段
と
は
異
な
る
時
間
を
過
ご
し
、リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
！	

（
森
）

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

お
便
り
を
ほ
ん
の
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
ま
ど

◎
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

今
年
の
夏
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
」「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

を
教
え
て
く
だ
さ
い
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
か
っ
た
せ
い
か
例
年
よ

り
も
暑
い
日
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
日
々
で
す
。

皆
さ
ま
、熱
中
症
に
は
十
分
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、今
年
は
数
年
ぶ
り
に
各
地
で
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。昨
年
よ
り
も
以
前
の

生
活
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
戻
り
つ
つ
も
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
な
か
な
か
増
減
を
繰
り
返
し
て

お
り
ま
す
。少
し
で
も
感
染
者
を
減
ら
す
た
め
に

も
感
染
防
止
対
策
は
継
続
し
な
が
ら
、こ
の
夏
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！	

（
森
）

レッスン
スケジュール

ククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオ
おおひひささままのの台台所所おひさまの台所

問い合わせ先／組織生活課 38-6698
（担当：加

か

々
が

美
み

）

南部支所の直売所に隣接する
“おひさまの台所クッキング
スタジオ美菜味”（みなみ）では、

毎月多彩なテーマで
料理教室を開催しております。

９月のスケジュールは、
右記の通りになっています。
ぜひ、ご参加ください。

◎初秋のスイーツ講座
ヘベスのシトラスケーキ
9月10日㈯  10：00～13：00
◉参加費2,000円  ◉定員12名

◎プロから学ぶお魚料理教室
ヤマメご膳 ～津本式～
9月14日㈬  10：00～13：00
◉参加費2,500円  ◉定員12名

◎秋のスイーツ講座
和栗のモンブランロールケーキ
9月21日㈬•22日㈭  10：00～13：00
◉参加費各2,500円  ◉定員各12名

◎地元産旬な食材で
赤芽里芋でとろーりコロッケ 旬なサイドメニューも作ります♪
9月27日㈫  10：00～13：00
◉参加費2,000円  ◉定員12名

◎郷土料理教室
基本のお煮しめ＆がね
10月6日㈭  10：00～13：00
◉参加費2,000円  ◉定員12名

※�お申し込みにあたって注意事項・新型コロナウイルス感染予防のため止むを得ず教室を中止する場合がござ
います。お申し込みの際はお電話番号など記載漏れのないようにご注意ください。宜しくお願いいたします。

締切
8/25

締切
8/31

締切
9/6

締切
9/12

締切
9/20

ケーキはお持ち帰り♪ 軽食付き

ケーキはお持ち帰り♪ 軽食付き
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定休日のお知らせ

レストラン朝霧、直売所ATOM、直売所ATOM南部店
8月は　　
休まず営業・9月12月日

牛乳・乳製品消費拡大のお願い
～毎日、一杯の牛乳を飲もう！～

牛乳・乳製品を
買って生産者を

応援

みなさんの一杯
が

　生産者の応援
に繋がります

　現在、酪農家が非常に厳しい状況に陥っています。
　みなさんもご存じのとおり、ロシアによるウクライナ侵攻や円安等
の影響で飼料や肥料等の資材価格が高騰、さらにコロナ禍で生乳需要
は低迷し過剰在庫になっています。生産コストは前年と比べ大幅に
上昇しているのに対し、生産者の収入である乳価は前年と同じであり、
さらに子牛価格は大幅に下落している状況です。
　全国の酪農家へアンケート調査したところ、約９割の酪農家が経営
難に陥っていることが明らかになりました。
　都城市と三股町は、県内最大の酪農地帯です。このままだと、酪農
を経営できなくなる農家もいます。
　みなさんの力が必要です。都城市・三股町で生産されたおいしい牛
乳を毎日飲んで生産者を応援しましょう。


